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なことはない、と発言するまでにいたっ

た。首相は、11月末にブルームバーグ・
ニュースの取材を受け、「2007年1月の
ユーロ導入のために、犠牲を払う用意はあ

る。だが、どんな犠牲を払ってもよいとい

うわけではない」と述べたのだ。

しかし、エストニア政府はマルト・ラー

ル元首相から強い批判を受けている。ラー

ル元首相は、エストニアのビジネス系日刊

紙「アリパエフ」で、政府が現在のこう着

状態を脱出する断固とした行動を取れず

にいると激しく非難している。元首相は、

エストニアは単純に消費が増えすぎてし

まったためにインフレ率の基準を満たす

ことができないのだと見ている。彼は、政

府は2007年1月1日からのユーロ導入計
画をきっぱりと取り下げ、それが実現でき

ないことを認めた上で、例えば2008年1
月1日なら可能、といった新たな計画を示
した方がよい方向に進む、と考えている。

そもそもユーロ導入について、国民から

の強い支持があるわけではない。エスト

ニアのリサーチ専門会社TNSエモル社の

統計によれば、11月の時点でユーロ導入
に賛成しているのは国民のわずか41％に
過ぎず、54％は反対を表明した。だが、ユー
ロ導入について国民投票を行うのは問題

外である。というのも、エストニアは他の

新規加盟国同様、加盟条約においてユーロ

導入を約束しているからだ。

さらに、ユーロの導入後は常に物価上昇

の懸念がつきまとう、という問題がある。

ただし、この点については、やや穏やかな

見方をしている者もある。

中古タイヤの販売を行う35歳のプリー
ト・ムルは、ユーロへの切り替えについて

冷静だ。物価全体が上がる可能性がある

ことは認めながらも、「ユーロが導入され

てからも、価格を上げるつもりはない」と

言う。実際ムルは、ユーロ導入は、フィン

ランドとのかかわりの深い彼の仕事には

よい影響をもたらすのではないかと見て

いる。フィンランドはすでにユーロを導

入しているため、為替コストがなくなるこ

とで、同国との取り引きもより容易になる

というのだ。

エストニアの外交政策研究所のアンド

レス・カセカンプ所長は、エストニアが

2007年のユーロ導入を取りやめれば、外
交政策に悪影響が出ると考えている。「エ

ストニアはEU統合において、常に先導的

な役割を果たしてきた。ユーロ圏拡大の

第1ラウンドで取り残されれば、我々の信
頼は大きな打撃を受ける」と彼は言う。先

導者として見られることは、外国からの投

資を促進するだけではなく、エストニアの

イメージアップにもつながり、その結果、

同国の世界における地位を高めることに

もなる。「予定通りユーロ圏に参加できな

ければ、これまで絶え間なく成功を収めて

きたエストニアの政策が、初めて大きな挫

折を経験することになる。そうなるとエ

ストニアの輝きが失われてしまう」とカセ

カンプ氏は解説する。
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エストニアは、2007年1月1日からユー
ロを導入すると公式発表している。だが、

この早期導入の見込みが今、危うくなって

きた。エストニア、リトアニア、スロヴェ

ニアの3カ国は、欧州連合（EU）新規加盟

国のうち、最も早くユーロ圏に加わること

になっている。リトアニアとスロヴェニ

アについては、問題なく事は進むだろう。

しかし、エストニアはそうはいかない。

エストニアは、ユーロ導入の条件となる

「マーストリヒト基準」のうち、インフレ率

以外の点は満たしている。他の欧州諸国

同様エストニアも、特にハリケーン・カト

リーナ以降、原油価格高騰の影響を受け、

現在のインフレ率は4.5%である。これは

明らかにユーロ圏加入の条件には一致し

ない。国際通貨基金（IMF）は、エストニア

がインフレ率を許容レベル（EU加盟国の

うち最も低い3カ国の平均から1.5%以内）

に下げられる可能性は低いと見ている。

エストニア政府とエストニア銀行は、

ユーロ導入の基準を満たすためにあらゆ

る努力を行っていると主張することで、希

望をつないできた。しかし、その楽観主義

も、欧州委員会のホアキン・アルムニア経

済・通貨問題担当委員によって、たびたび

くじかれてきた。アルムニア委員は、新規

加盟国に対し、基準は満たさなければなら

ないこと、満たせない場合に欧州委員会が

大目に見ることはないと警告している。

こういった事態を受けて、アンドルス・

アンシプ首相は、エストニアがいかなる犠

牲を払ってでもユーロ圏に参加するよう
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P.12-13の文章は内外のジャーナリストからの寄稿文であり、本稿における意見、評論、解説などは、欧州連合、欧州委員会および加盟国政府の公式の立場を
反映するものではありません。
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オーストリアのEU議長国就任：予想される困難

オーストリアはEUの新参者ではない。

2006年上半期にオーストリアが欧州連合
（EU）議長国に就任するにあたってその準

備が最終段階を迎えた今、オーストリアの

政治家や官僚の多くは1998年に初めて務
めた議長国の成功に、誇りと自信を見出し

ている。

しかしながら、1998年と2006年とでは
状況がまったく違う。その間に、世の中は

大きく変化を遂げている。ミレニアムを控

えて独特の活気とインターネットバブルの

はかない栄光の真っただ中だった1998年
と比較し、2005年は（そして、おそらく

2006年も）はるかに暗いムードに包まれて
いる。フランスとオランダ両国の国民投票

で欧州憲法条約の批准が否決されたこと

で、EUとしてのアイデンティティーは危機

にさらされている。EUはこれまで何度も

こういった危機に直面してきたが、今回の

しかかる影は特に大きい。オーストリアは

これから困難な課題に満ちた数カ月を過ご

すことになり、1998年当時に成功した手法
を単純に繰り返すだけでは済まされないだ

ろう。では、オーストリアはいかなる課題

や問題と取り組まなければならないのか。

まず良いニュースから見てみよう。多く

の予想を裏切って、2007年～2013年のEU
の総予算を定める財政見通しという微妙

な問題は英国が議長国である間に妥結し

た。これはオーストリアに、多々ある他の

未解決問題と取り組む余裕をもたらすこと

になった。シュッセル首相は6月のウィー
ン欧州理事会で、フランスとオランダによ

る憲法条約批准否決後のEUの方向性につ

いて、新たな意気込みと手掛かりを提示し

なければならない。また、トルコおよびク

ロアチアとの加盟交渉の第一段階の結果

が発表されるころには、さらなる拡大に関

して人々がますます否定的になってきてい

るだろう。ちなみに、オーストリアは、ト

ルコのEU加盟に反対する人の割合が欧州

全体で最も高い部類に入る。他にも社会

保護や社会的一体性政策など直面しなけ

ればならない問題は数多く内在している。

このように、オーストリアはEUだけでも

充分すぎるほど難題を抱えているのに、

2006年秋には国民議会選挙も控えている。
そのため、議長国としての取り組みが政治

活動に多大な影響を与えるという事態を、

政治家も一般市民も覚悟しておかなけれ
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ばならない。ハイダー氏が以前党首であっ

た（その後、ハイダー氏は別の党を結成し

ているが、こちらはそれほど成功していな

い）右派政党のオーストリア自由党（FPO）

はすでに、欧州憲法条約およびトルコのEU
加盟に強硬に反対しており、この問題に関

する国民投票の実施を表明している。

シュッセル首相は、重大な局面でも冷静に

対処できることをこれまでに何度も示し

てきた。これからの半年間、首相はその能

力を発揮する機会には事欠かないだろう。

最後に、読者の皆様に申し上げたい。欧

州統合の政治的側面は大変重要な問題で

はあるが、オーストリアの人々が関心を寄

せる事柄はほかにもある。2006年は、モー
ツァルトの生誕250周年に当たり、また

1938年にウィーンを後にせざるを得な
かった「精神分析の父」フロイトの生誕150
年目に当たるため、オーストリアではこれ

らを記念するさまざまな催しが、1年を通
して企画されている。2006年には、オース
トリアの為政者が、モーツァルトの音楽の

ひたむきな明るさと、フロイトの鋭い人間

洞察力をもって、その困難な任務にあたる

よう願おうではないか。eu

2006年前半のオーストリア議長国のロゴ（上）は、カラフルなバーコードをモチーフにしている。オランダ人デザイナーによるこの
ロゴにはEUに加盟している25カ国の国旗で使用されている色が西（左）から東（右）へとあしらわれ、欧州の多様性が表現されている。

議長国URL：　http://eu2006.at/en/index.html




